


令和６年度 学校経営重点目標 

 

広島大学附属福山中・高等学校 

 

１．中期計画について（附属学校園に関する目標） 

【12-1】令和６年度年度計画及び評価指標 

・人間社会科学研究科教職開発専攻(教職大学院）及び教師教育プログラム教員等と教

師教育や教員研修・教員養成のあり方について検討し、附属学校教員の研修と教育実習

指導の状況について検証する。 

・STEAM 教育、ESD（Education for Sustainable Development）の推進等の先導的な実

験的カリキュラムの導入の検討及び指導方法を習得するための研修プログラム等の開発

を進める。 

・国際標準の学力を育成するための先導的な次世代カリキュラムの開発を進める 

・国等からの委託事業の情報収集と共有を行い、国からの委託事業及び大学と連携した

教育研究活動に関わる協力を実施する。国からの委託事業に採択された場合の学校園支

援策等を検討し、実施する 

【12】1-1 

SSH、ＷＷＬ、研究開発学校等の国からの委託事業、及び本学の「大学・附属学校間に

おける教育・研究協力依頼に関する取扱要項」に基づく大学と連携した教育研究活動に

関わる協力件数を 19 件以上実施する。 

 

・附属学校教員の研修と教育実習指導の状況の検証について協力する。 

・附属学校教員の教育研究活動の支援体制強化について検討する。 

・令和４年度から行っている WWL のカリキュラム開発に基づいて、ＷＷＬ「個別最適な学習環境」

の構築を進める。 

・大学との教育研究協力件数について、昨年度と同じく、5件程度を実施する。 

 

 

  



２．中期目標に対する本部からの要望～「教員需要の減少期における教員養成・研修機能の

強化に向けて（平成 29 年 8 月 29 日報告書）」を踏まえ～について 

 

【大学・学部との連携】 

① 研究大会においては、助言者を広島大学に依頼し、共同研究授業を開発し、公開する。 

② 理工学系の学部などを含め，より広範な分野での連携を模索する。 

 

【地域との連携】 

① WWL 連携校と共同で実施してきた教育プログラム等を活用し、先導的なカリキュラムの

普及を図るとともに、その手法を地域の学校に広める。 

② 出張授業や他校の研究会に対する指導助言者の提供、本校の授業公開を活性化させ

るための組織的方策を検討する。 

③ 生徒指導に関しても情報を収集・分析・共有する。 

 

【役割・機能の見直し】 

① 中等教育学校のモデル校としての役割について、全附連や中附連を通じて情報収集し、

見直しの材料とする。 

② 中等教育学校における教育課程編成の具体的な方向性について，本校教員間にて広く

議論する。 

 

【働き方改革】 

  業務全般の効率化・選択化による教職員の余力の捻出 

① 部活動改革について、外部指導員活用の継続 

② ソーシャルワーカーの活用 

③ ペーパーレスの拡充（会議および授業） 

④ 新たな教務支援システムの導入検討 

⑤ 各種届出における WEBシステムの活用検討 

 

 

３．昨年度からの継続事項 

安全な学校環境の実現： 

 生徒および教職員の健康と安全が保障されるよう，より快適で安全な学校環境を実現する。 

・管理職および産業医との面談継続 

・スクールカウンセリングの継続 

・いじめ問題に対する組織だった対応の継続 

 


